
スタンダード

E N G L I S H英 語
英語では、ゴールである大学入試が読解問題中心のため、まずは読解の基礎である文法力の養成が
重要になります。文法力を身につけつつ、できるだけ早期に読解演習もスタートさせるのが理想的。
そんなニーズに応えるべく、スタンダード英語Ⅰ、Ⅱは、各単元４ステップで、チェックテストから読
解問題までオールインワンで学習可能になっています。スモールステップの単元構成に加え、詳細を
極めた解答解説を収録するなど、高校英文法の基礎を極めるのに十分な圧巻の２分冊構成。同一カ
リキュラムの「精選トレーニング英文法」を併用すれば、基本構文の強化も万全です。
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助動詞とは •  動詞の前に置かれ，動詞にさまざまな意味を加える語（句）を助動詞と言います。助動詞
は主語によって形が変化することはなく，原則として次の語順になります。
　　肯定文：主語＋助動詞＋動詞の原形（原形不定詞） ～.

　　否定文：主語＋助動詞＋not＋動詞の原形～.

　　疑問文：助動詞＋主語＋動詞の原形～?

助動詞の種類と意味⑴ ①　can（過去形は could）
⑴　～できる〔可能・能力〕＝be able to ～　　⑵　～してよい〔許可〕＝may

⑶　（否定文で）～のはずがない〔推量〕　 例文1

⑷　（Can you ～?で）～してくれませんか〔えん曲表現〕
　　※ couldを用いるとより丁寧な表現になります。

②　may（過去形はmight）
⑴　～してよい〔許可〕＝can　　※mightを用いるとより丁寧な表現になります。

⑵　～かもしれない〔推量〕　 例文2

③　must

⑴　～しなければならない〔必要・義務〕＝have〔has〕 to
⑵　～にちがいない〔推量〕　 例文3

⑶　（否定文で）～してはいけない〔禁止〕＝Don’t＋命令文～.

＊　⑴の意味の疑問文に対する答え方には注意しましょう。
例　Must I finish the work today?　（今日その仕事を終えなければなりませんか）
　　─ Yes, you must. / No, you don’t have to〔need not〕.

　　　　（はい，そうです /いいえ，その必要はありません）
　　No, you must not.では，「禁止」の意味になってしまい，答えとして合いません。

1 助動詞の種類⑴

基 礎 学 習 基本的な助動詞の種類と意味をしっかりとらえましょう。

1 Tom can’t be absent from school today.

（トムが今日学校を休んでいるはずがありません）

2 It may rain this afternoon.

（今日の午後，雨が降るかもしれません）

3 The old woman must  be over seventy.

（その老婦人は 70 歳を超えているに違いありません）

• be absent from ～
　「～を欠席している」
• over「～を超える，～以
上」

助 動 詞第5講

　次の（　　）内から適する語を選び，その記号を○で囲みなさい。
　⑴　（ア．May　イ．Can） you tell me the way to the post office?

　⑵　Her never tells a lie, so he （ア．must　イ．can） be honest.

　⑶　That elderly man （ア．can’t　イ．mustn’t） be over eighty.
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基 本 問 題

助動詞を用いた文では，助動詞のあとは動詞の原形になることを忘れずに。
2. もとの文の動詞は３単現の sがついているので注意すること。
3. isは be動詞の原形ではない。be動詞は一般動詞とは異なり，原形と現在形では形が異なる。
4.  oughtのあとの toは不定詞の to。本来は，助動詞は oughtだけで，そのあとに〈to＋動詞の原形〉が
続くという意味。

5. 助動詞の否定文は〈助動詞＋not＋動詞の原形〉となる。

 

助動詞によっては複数の意味を持つものがあるので，しっかり用法を覚えること。
1. 「～できた」と過去形になっているのがポイント。
3. mustは「～しなければならない」という意味が一般的だが…。
4. used toにも「よく～したものだ」の意味があるが，選択肢のあとに toがないので選べない。

助動詞の位置1

次の英文を，（　　）内の語（句）をつけ加えて書きかえなさい。
1. You speak Chinese very well.　（can）

2. He writes a paper on American history.　（must）

3. Nancy is absent from school.　（may）

4. You are quiet in the library.　（ought to）

5. You don’t make fun of your friends.　（must）

1. Chinese「中国語」

2.  paper （on ～）「（～に

ついての）論文，レポー

ト」

4. quiet ｢静かな｣

5.  make fun of ～「～を

からかう」

助動詞の意味⑴2

次の日本文に合うように，（　　）内から適する語を選び，○をつけなさい。
1. 私は若い頃，速く走ることができました。
 I （can，may，could） run fast when I was young.

2. あなたに質問してもいいですか。
 （Must，May，Need） I ask you a question?

3. トムは私に腹を立てているにちがいありません。
 Tom （must，may，can） be angry with me.

4. 彼は若い頃，よく山に登ったものでした。
 He （used，should，would） often climb mountains when he was young.

5. あなたは夜更かしをすべきではありません。
 You （must，should，need） not sit up late at night.

3.  be angry with ～「～

に腹を立てている」

5.  sit up「寝ずに起きて

いる」
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1 次の各組の意味の違いに注意して，日本文に合うように（　　）に適する語を入れなさい。

⑴　①　私は昨日，友達とプールで泳ぎました。
　　　　I （　　　　） （　　　　） the pool with my friends yesterday.

　　②　私は川を泳いで渡ることができました。
　　　　I （　　　　） （　　　　） （　　　　） the river.

⑵　①　メアリーは毎日台所で母の手伝いをしなければいけません。
　　　　Mary （　　　　） （　　　　） her mother in the kitchen every day.

　　②　メアリーは昨夜，弟の宿題を手伝わなければいけませんでした。
　　　　Mary （　　　　） （　　　　） （　　　　） her brother （　　　　） his homework last night.

⑶　①　授業中は日本語を話してはいけません。
　　　　You （　　　　） （　　　　） Japanese in class.

　　②　ここでは日本語を話す必要はありません。
　　　　You （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　） Japanese here.

2 次の各組がほぼ同じ内容になるように，（　　）に適する語を入れなさい。

⑴　Can she play the guitar?

　　（　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　） play the guitar?

⑵　You shouldn’t be late for school.

　　You （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　） late for school.

⑶　Try to understand him.

　　（　　　　） （　　　　） （　　　　） to understand him.

⑷　My cousin is a very good singer.

　　My cousin （　　　　） （　　　　） very （　　　　）.

⑸　Mike doesn’t have to attend the meeting.

　　Mike （　　　　） （　　　　） （　　　　） the meeting.

3 次の英文を（　　）内の指示に従って書きかえなさい。

⑴　The baby can walk.　（soonをつけて未来の文に）

　　 

演 習 問 題

スタンダード  英語Ⅰ、Ⅱ

●基礎学習、チェックテスト
基礎学習の学習事項はチェックテストで即座に確認。単元の

内容に即した設問形式を採用しているので、生徒に学習内容

の核心をつかませることができます。

●演習問題
設問はいずれもオーソドックスな良問・定

番で構成。使用する語彙はごく基本的な

ものに限定し、基本構文の習得に集中で

きるよう配慮しました。

●基本問題
基本問題は学習サポート機能

が充実。語句注の「words」、

おさえるべき「point」、小問

ごとの「ヒント」など盛りだく

さん。設問は基礎学習の複数

項目を組み合わせ、理解の精

度を高めます。使用する文は、

生徒のスムーズな習得を促す

べく10語程度に抑えました。
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P.47～P.49 　基本問題
1 1 . You can speak Chinese very well.

2 . He must write a paper on American history.

3 . Nancy may be absent from school.

4 . You ought to be quite in the library.

5 . You must not［mustn’t］ make fun of your 

friends.
解 説

1 . 「あなたは中国語をとても上手に話すことができま
す」。助動詞を用いる場合は，〈主語＋助動詞＋動詞の
原形～.〉という語順になります。助動詞は動詞と異
なり，主語によって形が変化することはありません。

2 . 「彼はアメリカの歴史についてのレポートを書かな
ければいけません」。もとの文は３単現の文なので，
動詞の語尾に sがついていますが，助動詞を用いるこ
とで，そのあとに続く動詞は原形に戻さなければいけ
ません。

3 . 「ナンシーは学校を休むかもしれません」
　一般動詞の場合，原形と現在形は同じ形ですが（３
単現の（e）sは除く），be動詞の場合はそうではあり
ません。is，am，areは「現在形」であって「原形」
ではありません。be動詞の原形は beです。

4 . 「あなた（たち）は図書館では静かにするべきです」
　ought toは本来，この２語で助動詞というわけで
はなく，oughtという助動詞のあとには，原則とは異
なり，「不定詞」がくるという意味を表すために toが
付随されています。不定詞は〈to＋動詞の原形〉なので，
ought toとまとめてとらえれば，そのあとは他の助
動詞と同じように，動詞の原形が続くわけです。ただ，
気をつけたいのは，否定文と疑問文です。あくまでも
oughtだけが助動詞なので，否定文は〈ought not to 

～〉，疑問文〈Ought＋主語＋to ～?〉となります。
5 . 「あなたは友達をからかってはいけません」
　もとの文が否定文なので，mustも否定文にします。
助動詞の否定文は〈主語＋助動詞＋not＋動詞の原形
～.〉です。must notは「～してはいけない」と強い
「禁止」の意味を表します。

2 1 . could　　2 . May　　3 . must

4 . would　　5 . should
解 説

1 . 日本語から過去の文であることがわかります。すべ
ての助動詞に語形の変化があるわけではありませんが，

第 5講　助動詞 couldは can（～できる）の過去形にあたり，「～でき
た」という意味になります。

2 . 助動詞のmayには「～してよい」という意味があ
り，May I ～?は「～してもいいですか」と相手に許
可を得るときに用いる表現です。このmayの代わり
に canを用いることもできます。ただし，Can I ～?

の方が口語的です。
3 . mustは「～しなければならない」という意味がよ
く知られていますが，「～にちがいない」という「推
定」の意味もあります。この２つの意味は文脈で判断
しなければいけませんが，「～にちがいない」の意味
ではあとに be動詞が続くことが多くなります。

4 . willの過去形の wouldには「よく～したものだ」
と「過去の習慣」を表す用法があります。この問題の
ように，副詞の oftenや sometimesを伴うことが多
く，when he was youngのように，過去を表す副詞
（句・節）を伴うのが普通です。また，ほぼ同じ意味で
used toという表現もあります。この２つの違いは
wouldが「不規則」な過去の習慣を表すのに対し，
used toは「規則的」は過去の習慣を表します。

5 . 「～すべきである」という意味の助動詞 shouldの
否定文です。should notの短縮形が shouldn’tであ
ることもあわせて覚えておきましょう。

3 1 . 電話を使っても〔借りても〕いいですか。
2 . その話は本当であるはずがありません。
3 . 今晩雪が降るかもしれません。
4 . 彼は今日早く帰宅する必要はありません。
5 . 私の（学校の）校庭には以前大きな木がありまし
た。

解 説

1 . canにはさまざまな意味がありますが，Can I ～?

ときたら，May I ～?と同じ，「～してもいいですか」
と許可を得る表現と思ってほぼ間違いありません。

2 . この cannotは「～のはずがない」という意味で，
「～にちがいない」という意味のmustの反意表現に
あたります。このように，意味の点から別の助動詞が
反意語の関係になることもあります。

3 . mayには「～してよい」のほかに「～かもしれな
い」という意味もあります。snowは「雪が降る」と
いう意味の動詞です。主語である itは気候を表すと
きに用いるもので，特に日本語にはなりません。

4 . needは「～する必要がある」という意味の助動詞
で，これはその否定文になります。助動詞の needは
否定文と疑問文でしか用いられません。肯定文で「～
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□⑴　The elderly woman may have left her umbrella in the train.

　　　そのお年寄りは傘を電車の中に（ ）。
□⑵　My mother must have missed the train.

　　　母は電車に（ ）。
□⑶　The child cannot have said that.

　　　その子どもがそんなこと（ ）。
□⑷　They should have come earlier.

　　　彼らはもっと早く（ ）。
□⑸　You ought not to have waste your time with those stupid questions.

　　　あなたはそんなくだらない質問で時間を（ ）。
□⑹　You need not have gone there by car.

　　　あなたはそこへ車で（ ）。
□⑺　It must have stopped raining by now.

　　　もう今ごろは，（ ）。
□⑻　I don’t like coffee, but I do like tea.

　　　私はコーヒーは好きではないけど，（ ）。
□⑼　We did apporogize to him.

　　　私たちは（ ）。
□⑽　The girl may have lost her way.

　　　その女の子は道に（ ）。

□⑴　姉は昨夜パーティーに行ったのかもしれません。
　　　My sister （　　　　） （　　　　） （　　　　） to the party last night. 

□⑵　夜に交通量が多かったはずがありません。
　　　There （　　　　） （　　　　） （　　　　） much traffic at night.

□⑶　あなたが家族全員に風邪をうつしたに違いありません。
　　　You （　　　　） （　　　　） given your cold to the whole family.

□⑷　君は彼のあやまちを笑うべきではなかったのです。
　　　You （　　　　） （　　　　） （　　　　） at his mistakes.

□⑸　彼女はもう今ごろは空港に到着したはずです。
　　　She （　　　　） to （　　　　） （　　　　） at the airport by now.

□⑹　「彼には会わなかっただろう。」 「いや，ところが会ったんだよ。」
　　　“You didn’t see him, did you?”  “Yes, I （　　　　） （　　　　） him.

□⑺　花に水をやらなくてもよかったのに。雨が降りそうですよ。
　　　You （　　　　） （　　　　） watered the flowers.  It is going to rain.

□⑻　私たちはどこかもっと暖かいところで休暇を過ごすべきだったのに。 

　　　We （　　　　） to （　　　　） （　　　　） our holiday somewhere warmer.

047 　和訳完成　助動詞＋完了形など
次の英文の動詞に注意して，全文の和訳を完成させなさい。

048 　適語補充　助動詞＋完了形など
次の日本文に合うように，（　　）にする語を書きなさい。

第　 講 助動詞5

了形など
全文 和 を完成 な

ト レ ー ニ ン グ A-1
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　　英語の授業でグループ発表をしています。次の英文を読んで，下の各問いに答えなさい。

Jun : Hello, everyone.  When we come to school every morning, we see many cans and bottles on the 

street.  People buy drinks and leave the empty cans and bottles on the streets.  ①It’s a big problem 

today.  We ②should do something about it.  Ken will talk more about this problem.

Ken : Thank you, Jun.  One morning Jun and I saw many cans and bottles on the streets around our 

school.  ③（see / sad / them / were / to / we / very / .）  So after school we picked up all of them and 

cleaned the street.  But the next morning we saw many cans again.  We were angry.  “④（私たちはこ
のことについて何かしなければいけません）.” we thought.  Jun said, “Let’s clean the street around our 

school every week.”  Ryo and Mika wanted to help us, so we started to pick up the cans and bottles 

around our school every Monday.  We also counted the number of cans and bottles each time.  Ryo 

will tell you more.

Ryo : Please look at this.  ⑤It shows how many cans and bottles we found each time.  On the first 

Monday we found about fifty.  Of course we picked up of them.  One week later we found about the 

same number of cans and bottles.  And after another week we again found about the same number.  

But in the fourth and fifth weeks, we didn’t find as many as before.  What happened?

⑴　下線部①が表す内容を日本語で説明しなさい。

　　 

⑵　下線部②とほぼ同じ表現を，２語で書きなさい。
 　　　
⑶　③の（　　）内の語を，意味の通るように並べかえなさい。

　　 

⑷　④の日本文を６語の英文に直しなさい。

　　 

⑸　下線部⑤を和訳しなさい。

　　 

can（s）「カン」　bottles（s）「ビン」　drinks「飲みもの」　empty「空の」
counted＜count「数える」
⑴　この itは特定の単数名詞を受けているのではなく，前の文の内容全体をさしている。
⑵　shouldは「～すべきである」という意味。
⑶　たくさんのカンやビンが学校の周りの通りに落ちていたのを見て，どう感じたかを表す文。
⑷　「～しなければならない」という意味の助動詞は？
⑸　how many以下が間接疑問文になっている。

1

総 合 問 題総 合 問 題 ●総合問題
高校生の知的好奇心を満た

す200語程度の英文を文法

カリキュラムに沿って１単元

に2題ずつ配置。「words」と

「ヒント」を豊富に配し、達

成感を味わいやすい仕組みに

しています。

●解答解説
講義がそのまま誌面に再現

されたかのような詳細・豊富

な解説。総合問題には全文

訳が付きますので、英文和

訳・解釈の練習もしっかり行

えます。

1ページに大問２題を基本とし、繰り返し演習を徹底。基

本構文の定着のために設計された誌面構成です。設問の

ねらいと扱う文法事項の内容を具体的に示す「小見出し」

により、身につけるべきポイントが一目瞭然！

※その他の運用例
•確認テストは、「前回の復習」としてではなく、当
日の授業の最後に使用する。

•精選トレーニングは授業中の演習問題としても使
用できる。

＊基礎学習の中にチェックテストを含む。
＊基礎学習は平均3サイクルを予定。

確認テスト（前回の復習） 20分

基礎学習 45分

基本問題 15分

演習問題 15分

総合問題（1題） 15分

総合問題・精選トレーニング 家庭学習

運用例 （1コマ110分）

※スタンダード英語Ⅰ、Ⅱの「基礎学習」は、ベーシッ
ク英文法の「学習のポイント」と同内容です。

※スタンダード英語Ⅰ、Ⅱの「総合問題」は、ベーシッ
ク英語長文の問題と同内容です。

※精選トレーニング英文法の問題は、ベーシック英文
法の「トレーニング」と同内容です。

精選トレーニング  英文法
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スタンダード

M A T H E M A T I C S数 学
新学習指導要領の実施に伴い改訂したスタンダードの数学。さらなる拡大が懸念される学力格差を考
慮して、授業の補習やセンター入試に向けての基礎力養成に照準を合わせています。教科書会社の
カリキュラムを集約した標準型カリキュラムとなっており、パターン学習とスモールステップ式の単元
フローにより、確実な基礎・基本の習得が可能です。さらに、新発売のドリル型教材 ｢精選トレーニ
ング｣ は、スタンダードの数学に沿ったカリキュラムとなっているため、併用することで豊富な練習量
が確保でき、さらなる基礎力の強化が図れます。

2

－4x3y2  のように，いくつかの文字や数の積として表される式を単項式といい，
かけ合わせた文字の個数をその単項式の次数という。また，文字以外の部分を係数

という。例えば，－4x3y2  の次数は ❶ であり，係数は ❷  である。とく

に，文字xに着目すると，次数は❸  ，係数は ❹  である。また，

A＝2x3＋6x2－x＋4  のように，単項式の和で表される式を多項式といい，多項式を

作っている各単項式を多項式の ❺  という。なお，単項式は項が  1  つの多項

式と考えて，多項式を整式という。
整式の項の中で，含まれている文字が同じ項を同類項という。
整理された整式で，最も次数の高い項の次数をその整式の次数という。

整式Aの次数は ❻  である。

整式  B＝－4x＋5x3＋6－2x2  を  5x3－2x2－4x＋6  のように，次数が高い項から順

に並べることを❼ の順に整理するという。

また，6－4x－2x2＋5x3  のように，次数が低い項から順に並べることを ❽

の順に整理するという。

1 整式に関することば

整式A，B の加法は  A＋B  の同類項をまとめる。減法  A－B  では  A＋（－B）  を計
算する。AにBの各項の符号を変えた式を加える。
例 A＝3x2－4x＋5，B＝2x2－x－3  のとき

A＋B＝（3x2－4x＋5）＋（2x2－x－3）

＝（3＋2）x2＋（－4－1）x＋（5－3）＝ ❾

A－B＝（3x2－4x＋5）－（2x2－x－3）
＝（3x2－4x＋5）＋（－2x2＋x＋3）

＝（3－2）x2＋（－4＋1）x＋（5＋3）＝ 10

○次のように縦にそろえて計算してもよい。

2 整式の加法・減法

同類項の整理
　同類項は係数の和を計算す
ると 1つの項になる。
　このことを同類項を整理す
る，またはまとめるという。

文字式の次数と係数
　－4x3y2  で文字yに着目す
ると
　次数　2

　係数　－4x3

　単項式は着目する文字によ
って次数や係数が異なること
に注意する。

解答 ❶　5　 ❷　－4　 ❸ 3　 ❹ －4y2 ❺　項　　❻ 3　　❼ 降べき　 ❽ 昇べき
❾　5x2－5x＋2　　10 x2－3x＋8

式 の 計 算第11講
基 礎 学 習

 3x2－4x＋5

＋ ））2x2－ x－3

❾

 3x2－4x＋5

－ ））2x2－ x－3

10

同類項をまとめる仕組み
ma＋na＝（m＋n）a
ma－na＝（m－n）a
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き

3

次の解答欄の にあてはまる数または式を入れよ。
例題例題１

解答
A＝x2y－4xy－3x＋5y3  について

この式の次数は 1 で，xに着目すると次数は 2  であり，

また，yに着目すると，次数は 3  である。

Aをxについて降べきの順に整理すると

A＝ 4 x2－（ 5 ）x＋ 6

Aをyについて降べきの順に整理すると

A＝5y3＋（ 7 ）y－ 8

となる。

類題１ A＝x3y－2xy－5x＋3y2  について，次の問いに答えよ。
⑴ Aをyについて降べきの順に整理せよ。
⑵ Aはyについて何次式であるか答えよ。

A＝2x2－4xy＋5y2，B＝4x2＋5xy－9y2  のとき，次の式を計算せよ。
⑴ A＋B ⑵　A－B ⑶　2A＋3 B

例題例題２

解答
⑴ A＋B＝（2x2－4xy＋5y2）＋（4x2＋5xy－9y2）

＝（2＋4）x2＋（ 9 ）xy＋（5－9）y2

＝6x2＋xy－4y2

⑵ A－B＝（2x2－4xy＋5y2）－（4x2＋5xy－9y2）
＝（2x2－4xy＋5y2）＋（－4x2－5xy＋9y2）

＝（ 1010 ）x2＋（ 111 ）xy＋（ 1212 ）y2

＝－2x2－ 1313 xy＋ 1414  y2

⑶　2 A＋3 B＝2（2x2－4xy＋5y2）＋3（4x2＋5xy－9y2）

＝（4x2－8xy＋10y2）＋（ 1515 ）
＝（4＋12）x2＋（ 1616 ）xy＋（ 1717 ）y2

＝ 1818

類題２ A＝3x2－2xy＋4y2，B＝2x2＋3xy－6y2  のとき，次の式を計算せよ。
⑴ A＋B ⑵　A－B ⑶　2A＋3 B

減法
　減法で  A－B＝A＋（－B）
によって加法に直すと間違い
が防げる。

式の整理
　x2，xy，y2の項をそれぞれ
まとめる。
　縦書きで計算してもよい。

整式の整理
1つの文字に着目して降べ

き（昇べき）の順に整理するこ
とは整式を扱うときに有効で
ある。

例題１の答

1 3 2 2 3 　3

4 y　 5 　4y＋3

6 5y3 7 x2－4x

8 3x

例題２の答

9 －4＋5 1010 2－4

111 －4－5 1212　5＋9

1313 9 1414 14

1515 12x2＋15xy－27y2

1616 －8＋15　 1717　10－27

1818 16x2＋7xy－17y2
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8

A＝2x2y2－3xy－2y＋3y3  について，次の問いに答えよ。 例題１

⑴ Aをyについて降べきの順に整理せよ。
⑵ Aは xy について，何次式であるか答えよ。
⑶ Aは  y  について，何次式であるか答えよ。

A＝x2－xy＋y2，B＝3x2＋4xy＋y2  のとき，次の式を計算せよ。 例題２

　⑴ A＋B ⑵ B－A

　⑶　2 A＋3 B

次の式を展開せよ。 例題３

　⑴　（2x＋5）（x－6） ⑵　（x2－3x－4）（x3－x＋5）

　⑶　（x－2）（x2＋2x＋4）

次の式を展開せよ。 例題４

　⑴　（a－2b）2 ⑵　（x＋3y）（x－3y）

　⑶　（2x＋3y）2 ⑷　（3x－2y）（3x＋2y）

次の式を展開せよ。 例題５

　⑴　（2x＋3）（2x－5） ⑵　（2x－3）（3x＋2）

　⑶　（5x＋y）（3x－2y） ⑷　（4x＋3y）（x－2y）

次の式を展開せよ。 例題６

　⑴　（x－2y＋3z）2 ⑵　（x2＋x－5）（x2＋x＋3）

1

2　

3　

4　

5　

6　
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●基礎学習
新出単元の基礎概念や公式がまとめてあり、例題を解くうえ

で必要な知識をきちんと定着させることができます。右端に

は穴埋めのヒントとなる考え方や補足情報を掲載。基礎固め

の意識化が可能です。

●確認問題演習
新たに増設した確認問題演習は、基礎学習、

例題・類題で学んだ内容を完全に定着させる

ためのページです。繰り返し学習することで、

解法パターンを確実に習得。対応する例題

が示してあるので、わからない問題は例題に

戻って解き方を確認することができます。

●例題・類題
例題のみで構成されてい

た従来版に、例題と同一

パターンの類題を追加しま

した。例題で習得した解

法パターンをすぐに実戦

で活かすことにより、理解

と定着を図ります。即時

性のあるパターン学習の

コーナーです。

スタンダード  数学Ⅰ、A、Ⅱ、B
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学習
ユニット
分を繰り
返す

その他のラインナップ

2 3

0 0 6 整式の次数と定数項（次数順に整理）

0 0 5 整式の次数と定数項（特定の文字に注目）

0 0 4 整式の次数と定数項

0 0 3 単項式の次数と係数（特定の文字に注目）

0 0 2 単項式の次数と係数（特定の文字に注目）

0 0 1 単項式の次数と係数
1 式の計算

　　　　　次の単項式の次数と係数を言え。

□⑴　7x □⑵　x3 □⑶　－2ab3

　　　　　次の単項式をxの式とみて次数と係数を言え。

□⑴　－2xy2 □⑵　a2x2

　　　　　次の問に答えよ。

　⑴　5x2y3 を，次の文字に着目したとき，次数と係数を求めよ。
　　□①　x，y □②　x □③　y

　⑵　4a2bx3 を，次の文字に着目したとき，次数と系数を求めよ。

　　□①　x □②　a □③　a，b

　⑶　－8ab2x2yz を，次の文字に着目したとき，次数と係数を求めよ。

　　□①　x，y，z □②　x □③　a

　　　　　次の整式の次数と定数項を言え。

□⑴　x2＋3x－1 □⑵　2x3－3x2＋2x □⑶　4ab－5a＋b－1

　　　　　次の問に答えよ。

　⑴　多項式  5x2y－4xy3＋2y6  について，次の文字に着目したとき，次数を求めよ。

　　□①　x，y □②　x □③　y

　⑵　多項式  －3ax5＋7x3－5ax2－x＋4  について，次の文字に着目したとき，次数を求めよ。

　　□①　x □②　x，a □③　a

　　　　　次の式を次数の高い項から順に書け。また次数の低い項から順に書け。

□⑴　5－2x2＋6x □⑵　4x2－2x＋3x3－5

9

A＝3x2－4x＋1，B＝2x2＋5x－3  のとき，A＋B，A－B  を計算せよ。

A＝3x2＋4x－1，B＝－7x2＋2x－3  のとき，4 A－2 B－2（A（（ －3 B）  を計算せよ。

次の計算をせよ。
　⑴　（－a）2×a4 ⑵　2（x3）2y4×（－3xy）2 ⑶　（－3ab2c3）3×5（a2b）2

1

2　

3

基 本 問 題 演 習
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9

＝－7x2＋2x－3  のとき，4 A－2 B－2（A（（（（（ －3 B）  を計算せよ。

⑵　2（x3）2y4×（－3xy）2 ⑶　（－3ab2c3）3×5（a2b）2

11

P＝2x3－4x2＋3x－1，Q＝2－3x＋4x3，R＝5x3＋2－3x2  のとき，4P－3 Q－2（P－R）  を計算せよ。

　　次の式を展開せよ。
　⑴　（a－1）（a＋1）（a2＋1）（a4＋1） ⑵　（x＋1）（x＋2）（x＋3）（x＋4）

（x＋y＋z）（y＋z－x）（z＋x－y）（x＋y－z）  を展開せよ。

2x2－6xy＋3y2  の  x，y  の代わりに，それぞれ  3X＋2Y，4 YY X＋3 Y  を代入して得られる式を  Y AX 2＋2 BXY＋CY 2

とするとき，次の値を求めよ。
　⑴ A ⑵ C　 ⑶ AC－B2

1

2　　

3　

4

応 用 問 題 演 習
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1

第 1講 式の計算
P.3～P.7 類題
　⑴　3y2＋(x3－2x)y－5x

　⑵　yの2次式
　⑴　5x2＋xy－2y2

　⑵　x2－5xy＋10y2

　⑶　12x2＋5xy－10y2

　　　⑶　2 A＋3 B

＝2（3x2－2xy＋4y2）＋3（2x2＋3xy－6y2）
＝6x2－4xy＋8y2＋6x2＋9xy－18y2

＝（6＋6）x2＋（－4＋9）xy＋（8－18）y2

＝12x2＋5xy－10y2

　⑴　3x2＋13x＋12

　⑵　x5－6x4＋7x3－10x＋4

　　　⑵　（x3－x2＋2）（x2－5x＋2）
　＝x3（x2－5x＋2）－x2（x2－5x＋2）
　　＋2（x2－5x＋2）
　＝x5－5x4＋2x3－x4＋5x3－2x2

　　＋2x2－10x＋4

　＝x5－（5＋1）x4＋（2＋5）x3

　　＋（－2＋2）x2－10x＋4

　＝x5－6x4＋7x3－10x＋4

　⑴　x2－4xy＋4y2

　⑵　9x2－y2

　　　⑴　（a－b）2＝a2－2ab＋b2  を用いる。
　　　⑵　（a－b）（a＋b）＝a2－b2  を用いる。
　⑴　x2＋5xy＋6y2

⑵　x2－xy－12y2

⑶　9x2＋12x－5

⑷　6x2＋17xy＋5y2

　　　⑴　（x＋2y）（x＋3y）
　＝x2＋（2＋3）xy＋2y･3y

　＝x2＋5xy＋6y2

⑵　（x－4y）（x＋3y）
　＝x2＋（－4＋3）xy－4y･3y

　＝x2－xy－12y2

⑶　（3x＋5）（3x－1）
　＝9x2＋（5－1）･3x＋5･（－1）
　＝9x2＋12x－5

⑷　（2x＋5y）（3x＋y）
　＝6x2＋（2＋15）xy＋5y2

　＝6x2＋17xy＋5y2

　⑴　a2＋9b2＋c2－6ab－6bc＋2ca

　⑵　a4＋6a3＋3a2－18a＋8

　　　⑴　（a－3b＋c）2

1

2

　　解説

3

　　解説

4

　　解説

5

　　解説

6

　　解説

　＝（a－3b）2＋2c（a－3b）＋c2

＝a2－6ab＋9b2＋2ac－6bc＋c2

　＝a2＋9b2＋c2－6ab－6bc＋2ca

⑵　（a2＋3a－4）（a2＋3a－2）
　＝（X（（ －4）（X（（ －2）　　（X（（ ＝a2＋3a）
＝X 2－（4＋2）X＋8

＝X 2－6 X＋8

　＝（a2＋3a）2－6（a2＋3a）＋8

　＝a4＋6a3＋9a2－6a2－18a＋8

　＝a4＋6a3＋3a2－18a＋8

P.8 確認問題演習
　⑴　A＝3y3＋2x2y2－(3x＋2)y

　⑵　2次式
　⑶　3次式
　　　⑵　A＝2（xy）2－3（xy）＋3y3－2y  であるから，

Aは xy の2次式。
　⑴　4x2＋3xy＋2y2

⑵　2x2＋5xy

⑶　11x2＋10xy＋5y2

　　　⑶　2A＋3 B

　＝2（x2－xy＋y2）＋3（3x2＋4xy＋y2）
　＝2x2－2xy＋2y2＋9x2＋12xy＋3y2

　＝（2＋9）x2＋（12－2）xy＋（2＋3）y2

　＝11x2＋10xy＋5y2

　⑴　2x2－7x－30

⑵　x5－3x4－5x3＋8x2－11x－20

⑶　x3－8

　　　⑴　（2x＋5）（x－6）
　＝2x2－12x＋5x－30

　＝2x2－7x－30

⑵　（x2－3x－4）（x3－x＋5）
　＝x2（x3－x＋5）－3x（x3－x＋5）－4（x3－x＋5）
　＝x5－x3＋5x2－3x4＋3x2－15x－4x3＋4x－20

　＝x5－3x4－（4＋1）x3＋（5＋3）x2

　　＋（4－15）x－20

　＝x5－3x4－5x3＋8x2－11x－20

⑶　（x－2）（x2＋2x＋4）
　＝x（x2＋2x＋4）－2（x2＋2x＋4）
　＝x3＋2x2＋4x－2x2－4x－8

　＝x3－8

　⑴　a2－4ab＋4b2

⑵　x2－9y2

⑶　4x2＋12xy＋9y2

⑷　9x2－4y2

　　　　公式　（a＋b）2＝a2＋2ab＋b2

　　　　（a－b）2＝a2－2ab＋b2

1

　　解説

2　　

　　解説

3

　　解説

4　　

　　解説

高校新演習スタンダード

数学Ⅰ 解 答 解 説解 答 解 説
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●基本問題演習
例題で得た知識で解ける汎用

的な問題を掲載。

●応用問題演習
実戦的で難易度の高い問題を

扱っています。より基礎を重

視するため、従来の２ページ

から１ページに圧縮しました。

●解答解説
従来版の最大の特長である

「詳しすぎる解答解説」をきっ

ちり踏襲。途中の計算式など、

答えに至るまでの過程を懇切

丁寧に説明しています。

基本的な問題を繰り返し練習することで、基礎力養成を図

るドリル型教材です。高校新演習スタンダードのカリキュ

ラムと連動しているので、授業ではもちろん、自習や宿題

等、さまざまな場面で使用することができます。

※スタンダード数学の「基礎学習」「例題」は、ベーシッ
クの「学習のポイント」「ターゲット」と同内容です。

※精選トレーニング数学の問題は、ベーシック数学の
「トレーニング」と同内容です。

精選トレーニング 数学Ⅰ､A､Ⅱ､B

センター対策 数学Ⅰ・A（高３用）、センター対策 数学Ⅱ・B（高３用）

※その他の運用例
•確認テストは、「前回の復習」としてではなく、当
日の授業の最後や宿題に使用する。

•精選トレーニングは、授業中の演習問題としても
使用できる。

＊学習ユニット3回を想定。

確認テスト（前回の復習） 15分

基礎学習  5 分

例題・類題 15分

確認問題演習 10分

基本問題演習 15分

（上位クラスなら）
応用問題演習（大問１問） 10分

精選トレーニング 家庭学習

運用例 （1コマ110分）

高校新演習ダイジェスト.indd   15 12/09/12   17:26

gyoumugyoumu
テキストボックス



スタンダード

スタンダード国語は、高校国語の基礎から標準レベルまでを扱った教材。現代文Ⅰでは、導入→確
認→定着という流れが無理なく行えるように、基礎学習（要点整理による導入）・例題→基本問題→演
習問題と、段階を追って難易度が上がる構成となっています。見開きごとの誌面が異なるので柔軟な
運用が可能。演習量を増やしてほしいという声にお応えし、単元別の10講の後に演習編5講を加え、
全15講とボリュームアップしました。古典Ⅰでは、1講の構成として、知識の整理を目的とした基礎
学習・確認問題と、知識の習得を目的とした基本問題・演習問題をそれぞれ３ページずつ掲載し、バ
ランス良く学習することができるようになっています。その場で知識の確認を行うことができるよう
に、巻末には文語文法要覧を掲載しています。

スタンダード  現代文Ⅰ
●基礎学習・例題

基礎学習で導入し、例題で確認します。下段には「プラス
α」「重要語句」「ヒント」を設け、学習の手助けとしてい
ます。導入された学習内容を短い文章で確認します。

●基本問題
基礎学習で導入した内容を定着させるためのコー
ナー。「重要語句」「ヒント」で、生徒の理解を助
けます。「重要語句」で扱った語句を身につけるこ
とは、語彙を増やすことにもつながります。

●演習問題
「重要語句」「ヒント」はなく、じっくり
と自分の力で取り組ませる内容です。

●解答解説
一問一問に対して、非常に詳細な解説をつけました。個別・自立学習
にも対応できるほか、講師の授業マニュアルとしても利用可能です。

J A P A N E S E国 語

基

礎

学

習

段
落
と
は
、
内
容
的
な
ま
と
ま
り
に
よ
っ
て
文
章
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
け
た
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
い
う
。
文
章
を
構
成

す
る
基
本
的
な
単
位
が
段
落
で
あ
る
。
各
段
落
の
働
き
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
導
入

　
・
提
起

　
・
定
義

　
・
逆
説

・
引
用

　
・
例
示

　
・
列
挙

　
・
比
較

　
・
対
照

　
・
比
喩

・
原
因

　
・
理
由

　
・
説
明

　
・
詳
述

　
・
類
推

　
・
転
換

・
要
約

　
・
結
論

　
・
補
足

段
落
の
働
き
は
そ
の
前
後
の
段
落
と
の
関
係
に
よ
っ
て
つ
か
む
。
そ
の
と
き
、
段
落
の
初
め
に
あ
る
接
続
詞
は
、
そ
の
段
落

の
働
き
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

⑴

　
意
味
段
落
の
数
に
よ
る
構
成
の
分
類

段
落
の
数
は
文
章
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
基
本
的
な
型
と
し
て
次
の
型
が
あ
る
。

①
三
段
落
構
成

　
　
序
論
（
導
入
）
→
本
論
（
展
開
）
→
結
論
（
結
末
）

②
四
段
落
構
成

　
　
起
（
序
論
）
…
テ
ー
マ
と
な
る
事
柄
を
提
示
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
承
（
説
明
）
…
事
柄
に
つ
い
て
の
内
容
を
深
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
転
（
論
証
）
…
異
な
る
考
え
と
対
決
さ
せ
、
論
証
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
結
（
結
論
）
…
論
理
的
に
導
か
れ
た
主
張
を
述
べ
る

③
五
段
落
構
成

　
　
序
論
→
説
明
→
例
示
→
論
証
→
結
論

⑵

　
結
論
・
主
題
の
位
置
に
よ
る
構
成
の
分
類

①
頭
括
式
〔
結
論
→
説
明
〕
…
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
結
論
を
初
め
に
示
し
、
そ
の
あ
と
説
明
す
る
。

②
尾
括
式
〔
説
明
→
結
論
〕
…
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
説
明
し
、
最
後
に
結
論
を
述
べ
る
。

③
双
括
式
〔
結
論
（
仮
説
）
→
説
明
→
結
論
（
確
認
）〕
…�

あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
結
論
を
初
め
と
終
わ
り
で
繰
り
返
し
、

そ
の
間
に
説
明
を
入
れ
る
。

こ
れ
ら
の
構
成
の
型
は
あ
く
ま
で
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
実
際
の
文
章
は
段
落
の
数
も
も
っ
と
多
く
、
結
論
も

中
間
の
段
落
で
述
べ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
文
章
で
あ
っ
て
も
、
右
の
基
本
的
な
型
を
念
頭
に
お
い
て
、

テ
ー
マ
と
な
る
事
柄
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

1

段
落
に
つ
い
て

2

主
な
段
落
構
成
に
つ
い
て

段
落
の
構
成
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
、
文
章

読
解
の
決
め
手
と
な
る
。

段
落
相
互
の
関
係
に
常
に
注
意
し
よ
う
。

段
落
冒
頭
の
接
続
詞
の
働
き
の
例

「
例
え
ば
」
→
例
示

「
し
か
し
」
→
対
照

「
な
ぜ
な
ら
」
→
理
由

「
と
こ
ろ
で
」
→
転
換

絶
句
（
漢
詩
の
四
行
詩
）
の
起
承
転
結

起
句
＝
詩
の
主
題
を
起
こ
す

承
句
＝
起
句
を
展
開
さ
せ
る

転
句
＝
新
し
い
詩
境
へ
と
一
転
さ
せ
る

結
句
＝
全
体
を
し
め
く
く
る

筆
者
の
主
張
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
つ
か
む
。
文

章
の
初
め
の
方
か
、
終
わ
り
の
方
に
あ
る
場
合
が

多
い
。

プ
ラ
ス

第

講

論
説
・
評
論
の
読
解
⑶ 

― 

段
落
相
互
の
関
係

3

1415
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第
3
講

論
説
・
評
論
の
読
解
⑶
―
段
落
相
互
の
関
係

例
題

　
　

問
一

　
イ

問
二

　
エ

問
三

　
イ

問
一

　
各
段
落
の
論
旨
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1

　
日
本
人
は
、
歴
史
的
に
自
然
を
人
間
に
対
す
る
物
と
し
て
と
ら
え
て
は
こ
な
か
っ
た

が
、
現
代
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

↓

2

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
自
然
を
、
人
間
に
対
立
す
る
物
、
人
間
に
役
立
つ
よ
う
に
作
り
変

え
る
物
と
見
て
い
る
。

↓

3

　
日
本
で
も
自
然
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
風
潮
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
は
基
本

的
に
人
間
と
自
然
と
の
間
に
は
は
っ
き
り
し
た
境
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

↓

4

　
日
本
人
は
い
つ
も
自
然
と
共
に
あ
り
、
自
然
と
溶
け
合
い
、
自
と
他
と
い
う
は
っ
き

り
し
た
区
別
を
持
た
な
い
。

ま
ず
1
段
落
と
2
段
落
で
、
日
本
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
は
自
然
観
が
異
な
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
（
起
・
承
）、
3
段
落
で
日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
接
し
方
が
よ
り
具
体
化
さ
れ

（
転
）、
そ
し
て
4
段
落
で
、
日
本
人
は
自
然
と
溶
け
合
い
、
自
他
の
区
別
を
持
た
な
い
と
結

論
づ
け
ら
れ
る
（
結
）。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
結
論
は
4
段
落
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

イ
の
「
尾
括
式
」
が
正
解
に
な
る
。

問
二

　
日
本
人
は
自
然
を
人
間
に
対
立
す
る
物
と
は
考
え
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
の
1
段
落

P.‌
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解
説

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
自
然
を
人
間
に
対
立
す
る
物
と
考
え
る
と
い
う
内
容
の
2
段
落
と
が

対
立
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
2
段
落
の
働
き
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
自
然
観
を
日
本
人
の
そ

れ
と
比
較
対
照
さ
せ
て
、
日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
考
え
方
の
独
自
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と

に
あ
る
。
よ
っ
て
エ
の
「
対
照
」
が
正
解
。
ア
の
「
例
示
」
は
前
段
落
で
述
べ
た
事
柄
の
具

体
例
を
あ
げ
て
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
働
き
を
す
る
。
イ
の
「
理
由
」
は
前
段

落
の
事
柄
の
理
由
づ
け
を
し
て
、
自
説
を
補
強
す
る
働
き
を
す
る
。
ウ
の
「
転
換
」
は
前
段

落
の
事
柄
か
ら
一
転
し
て
、
新
た
な
内
容
へ
と
論
を
進
め
る
働
き
を
す
る
。

問
三

　
4
段
落
の
各
文
の
趣
旨
を
た
ど
る
。
①
日
本
人
は
生
活
の
中
に
自
然
を
持
ち
込
む
→
②
自

然
の
木
で
家
を
建
て
る
→
③
家
の
中
に
庭
を
作
る
→
④
い
つ
も
自
然
と
共
に
あ
る
→
⑤
日
本

人
は
自
然
と
溶
け
合
い
、
自
他
を
区
別
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
た
ど
る
と
、
最
後
の
文
が
前

の
三
つ
の
文
の
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
　
　

︱
︱
②
︱
︱

①
︱
︱

　
　
　
　
　

︱
︱
④
︱
︱
⑤

　
　
　

︱
︱
③
︱
︱

以
上
よ
り
イ
の
「
し
た
が
っ
て
」
が
適
当
で
あ
る
。
ア
の
「
し
か
し
」
は
逆
接
、
ウ
の

「
ま
た
」
と
エ
の
「
あ
る
い
は
」
は
並
列
を
表
す
か
ら
、
い
ず
れ
も
適
当
で
な
い
（
並
列
は

②
と
③
の
関
係
が
当
て
は
ま
る
）。

基
本
問
題　

　

問
一

　
⒜

　
不
快

　
　

⒝

　
放
棄

　
　

⒞

　
惨
禍

問
二

　
イ

問
三

　
人
間
が
人
間
に
対
し
て
害
を
及
ぼ
す
も
の
を
悪
と
呼
ん
で
い
る
こ
と

問
四

　
エ

問
五

　
エ

問
六

　
例 

害
虫
は
有
害
無
益
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
見
方
。（
十
九
字
）

　
　
　

例 

人
間
こ
そ
“
害
獣
”
で
あ
る
と
い
う
見
方
。（
十
七
字
）

問
七

　
マ
ク
ロ

問
八

　
エ

P.‌
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解
答

※その他の運用例
•確認テストは、「前回の復習」として
ではなく、当日の授業の最後に使用。

＊ 現代文Ⅰ…15講、古典Ⅰ…20講の
合計35講で、講習を除く１年間の授
業が展開できる。

＊ 上記は現代文Ⅰの運用例です。

確認テスト（前回の復習） 15分

基礎学習・例題 25分

基本問題 30分

演習問題 40分

運用例 （1コマ110分）
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スタンダード  古典Ⅰ

スタンダード  古典Ⅱ

スタンダード  現代文Ⅱ

●演習問題
まとまった分量の文章を題材に、その講
で学んだ古典文法を確認するコーナー。
解釈問題も含まれているので、総合的
な力を身につけることができます。生徒
がつまずいたときのために、下段に「重
要古語」と「ヒント」を掲載。

●演習問題
文法学習が中心である古典Ⅰに対して、古典Ⅱは読解問題が中心となりま
す。入試で出題されるのは読解問題が中心となるので、入試への対応力を
少しずつ身につけることができます。もちろん、古典Ⅰで学習した文法の
復習も取り入れられているので基礎固めにも最適です。

文章のテーマ別カリキュラムとなっています。大学入試頻出のテーマを、そ
のテーマの典型的な文章で深く掘り下げます。

●解答解説
一つひとつの設問に対して、正答にたどり着くまでの思考過程が詳しく
説明されています。また、他の講の内容と関連する場合には該当講を
明示し、適宜振り返ることができるようになっています。講師の指導マ
ニュアルとして、また、自学自習用の参考書としても最適です。

●基礎学習
複雑な古典文法を図や表でわかりやすく説明。下段で
は、間違えやすいポイントや＋αの知識を扱っており、知
識の補足を行うことができます。

●確認問題
アウトプットを細切れに行えるよう、あえて問題数を絞り
ました。学んだことをすぐに実践し、理解を深めること
ができるレイアウトが特長です。

2829

第
10
講

助

　
動

　
詞

　
⑹

基
本
問
題

　
　　

　
⑴
さ
せ
・
連
用
形
・
尊
敬

　
　
⑵
れ
・
未
然
形
・
受
身

　
　
⑶
せ
・
連
用
形
・
使
役

　
　
⑷
し
め
・
連
用
形
・
尊
敬

　
　
⑴
湯
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ず

　
　
⑵
自
然
と
思
い
出
さ
れ
る
〔
思
い
出
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
〕

　
　
⑶
福
原
へ
お
帰
り
に
な
っ
た

　
　
⑴

　
「
さ
せ
給
ふ
」
の
「
さ
せ
」
が
「
さ
す
」
の
連
用
形
。「
さ
す
」
は
下
二
段
型
の
活
用
で

あ
る
た
め
、
形
と
し
て
は
、
未
然
形
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
ヒ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、

「
給
ふ
」
は
、
こ
の
場
合
、
補
助
動
詞
と
い
っ
て
用
言
扱
い
す
る
語
で
あ
る
。
用
言
が
接
続

す
る
の
は
連
用
形
で
あ
る
。「
さ
せ
給
ふ
」
の
形
な
の
で
、「
さ
せ
」
は
、〈
使
役
〉
と
〈
尊

敬
〉
の
両
方
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
が
〈
使
役
〉
だ
と
、「
評
判
に
さ
せ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
内
容
的
に
変
で
あ
る
。

⑵

　
「
れ
」
は
、
下
に
〈
打
消
〉
の
助
動
詞
「
ず
」
が
接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
然
形
。

こ
の
場
合
、
第
8
講
の
問
題
演
習
の
文
脈
か
ら
い
っ
て
、〈
受
身
〉
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
。
な
お
、「
る
」「
ら
る
」
の
意
味
の
判
別
の
項
で
紹
介
し
た
「
手
が
か
り
」
の
三

つ
目
を
誤
解
し
て
い
る
と
、
こ
の
問
題
は
間
違
え
る
。〈
可
能
〉
の
「
る
」「
ら
る
」
は
、

「
る
・
ら
る
＋
打
消
ま
た
は
反
語
」
の
形
に
な
る
の
が
鎌
倉
中
期
ま
で
の
原
則
な
の
だ
が
、

こ
れ
は
、「
る
・
ら
る
＋
打
消
ま
た
は
反
語
」
の
形
が
必
ず
〈
可
能
〉
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
も
必
ず
〈
可
能
〉
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
　
例
え
ば
、「
Ａ
な
ら
Ｂ
」
と
い
う
言
い
方
は
、「
Ｂ
な
ら
Ａ
」
と
は
必
ず
し
も
言
い
換
え
ら

れ
な
い
。「
高
校
一
年
生
な
ら
高
校
生
」
は
、「
高
校
生
な
ら
高
校
一
年
生
」
と
は
言
い
換
え

ら
れ
な
い
の
だ
。「
高
校
一
年
生
な
ら
高
校
生
」
を
言
い
換
え
る
と
し
た
ら
、「
高
校
生
で
な

い
の
な
ら
高
校
一
年
生
で
は
な
い
」
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
つ
目
の
手
が
か
り
に
関
し

て
言
え
る
こ
と
は
、「『
る
・
ら
る
＋
打
消
ま
た
は
反
語
』
の
形
に
な
ら
な
い
な
ら
、〈
可
能
〉
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12
解
説

1

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

⑶

　
「
せ
」
は
、
下
に
「
け
り
」
が
接
続
し
て
い
る
の
で
連
用
形
。
ま
た
、「
せ
」
の
下
に
尊
敬

語
が
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
無
条
件
で
〈
使
役
〉
と
決
ま
る
。

⑷

　
「
し
め
」
は
、
下
に
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
が
接
続
し
て
い
る
の
で
、
⑴
と
同
様
連
用
形
。

「
し
め
」
の
下
に
尊
敬
語
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
使
役
〉
と
〈
尊
敬
〉
の
両
方
の
可
能

性
が
あ
る
が
、〈
使
役
〉
と
す
る
と
、
誰
に
作
ら
せ
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
不
自
然
で
あ
る
。

漢
詩
の
名
手
で
あ
る
菅
原
道
真
公
自
身
が
、
漢
詩
を
「
お
作
り
に
な
っ
た
」
と
考
え
た
方
が

自
然
。

　
　
⑴

　
こ
の
「
れ
」
の
場
合
、〈
受
身
〉
と
〈
自
発
〉
は
、
訳
し
て
み
て
明
ら
か
に
変
で
あ
る
。

〈
尊
敬
〉
と
〈
可
能
〉
の
ど
ち
ら
か
だ
が
、
ヒ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
嘆
か
し
が
り
け

り
」
に
は
尊
敬
語
が
付
い
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
主
語
で
あ
る
使
用
人
達
に
敬
意
を

払
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
れ
」
だ
け
が
〈
尊
敬
〉
に
な
る
の
は
、
や
や

お
か
し
い
。
な
お
、〈
打
消
〉
の
「
ず
」
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、〈
可
能
〉
で
も
か
ま
わ
な
い

と
い
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
こ
う
。

⑵

　まず
、
心
の
動
き
を
表
す
動
詞
「
思
ひ
出
づ
」
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
自
発
〉

に
な
り
や
す
い
形
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ほ
か
の
意
味
を
検
討
し
て
み
る
と
、

〈
受
身
〉
は
、
誰
が
「
思
い
出
さ
れ
る
」
の
か
不
明
な
の
で
×
。〈
尊
敬
〉
は
、「
私
」
が
主

語
な
の
で
全
く
あ
り
え
な
い
。
ヒ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
更
級
日
記
』
は
平
安
時
代
の

作
品
な
の
で
、〈
可
能
〉
は
、〈
打
消
〉
ま
た
は
〈
反
語
〉
を
伴
う
の
が
原
則
だ
が
、
こ
こ
に

は
〈
打
消
〉
も
〈
反
語
〉
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、〈
可
能
〉
は
×
。〈
自
発
〉
と
決
ま
る
。

⑶

　
こ
の
「
れ
」
は
、
大
将
と
い
う
偉
そ
う
な
人
が
主
語
な
の
で
、〈
尊
敬
〉
の
可
能
性
が
高

い
が
、
ほ
か
の
意
味
も
検
討
し
て
お
く
と
、〈
受
身
〉
と
〈
自
発
〉
は
訳
し
て
み
て
絶
対
に

お
か
し
い
。
ま
た
、
ヒ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
平
家
物
語
』
の
時
代
に
は
、
ま

だ
、〈
打
消
〉
や
〈
反
語
〉
を
伴
わ
な
い
〈
可
能
〉
は
ち
ょ
っ
と
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て

〈
尊
敬
〉
と
決
ま
る
。

演
習
問
題

　
　
問
一

　
①
ら
む
・
已
然
形
・
現
在
推
量

　
　
　
②
ず
・
已
然
形
・
打
消

　
　
　
③
ず
・
連
体
形
・
打
消

2
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※その他の運用例
•確認テストは、「前回の復習」として
ではなく、当日の授業の最後に使用。

＊現代文Ⅰ…15講、古典Ⅰ…20講の
合計35講で、講習を除く1年間の授
業が展開できる。

＊上記は古典Ⅰの運用例です。

確認テスト（前回の復習） 20分

基礎学習・確認問題 40分

基本問題 20分

演習問題 30分

運用例 （1コマ110分）
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スタンダード

S C I E N C E理 科
知識事項の比重が高い生物、問題演習による理解が中心の物理など、科目により特性が異なる理科
では、学習の効率性を重視し、各科目に合わせた構成を採用。基礎の理解が欠かせない理科の特徴
を考慮し、導入部分の「基礎学習」「確認問題演習」を取り組みやすくし、スムーズに学習が進むよ
う配慮しています。演習問題は基本～入試問題まで段階的に難易度が上がる構成のため、着実に力
が身につく教材となっています。補習用にもセンター対策用にも効果抜群！

●基本問題演習、応用問題演習
基礎学習、確認問題演習よりも実践的な問題を掲載。ヒン
トが入った基本問題演習からヒントなしの応用問題演習へ
と、難易度を段階的に設定。順を追って学習させることで、
確実に力がつくよう工夫しています。

●入試問題演習
各講の最難度の問題を扱っています。
入試を意識した実践的な問題なので、
入試対策としても活用できます。実践
的な問題を解くことにより、各講の学
習を仕上げます。

●基礎学習、確認問題演習
物理・化学・生物それぞれの特性に合わせて形式を変更。物
理と生物では基礎学習で各講の重要事項をわかりやすくまと
め、確認問題演習で重要事項が身についたかどうか確認でき
る仕組みとなっています。化学では、最初から用語や化学式
などをどんどん覚えていく学習方法が効果的なので、基礎学
習で文章中の重要語句を空欄にし、同じページに補足説明や
解答を載せています。自学自習用としてもご活用いただける
構成となっています。

6

　　細胞周期に関する⑴～⑷に答えよ。
　⑴ 　細胞周期は，大きく４つの期間に分けることができる。この４つの期間の名

称を進む順番に並べて記せ。なお，どの期間から始めてもよい。
　⑵ 　タマネギの根端部の盛んに分裂している細胞集団を，酢酸オルセインで染色

して観察した場合，⑴の４つの期間のうちのある特定の１つの期間の細胞だけ
を他の３つと明確に区別することができる。その一つの期間の名称を答えよ。
また，区別できる理由を述べよ。

　⑶　体細胞分裂の過程に関する次の記述の中で正しいものをすべて選べ。
　　Ａ　植物細胞では，細胞板を形成した後，２個の細胞に分かれる。
　　Ｂ　植物細胞では，分裂時，一時的に細胞膜が消失する。
　　Ｃ　動物細胞，植物細胞ともに紡錘糸が染色体の動原体に結合する。
　　Ｄ　動物細胞では核がくびれて２つに分かれる。
　　Ｅ　動物細胞では細胞の外側からくびれて２個の細胞に分かれる。
　⑷ 　盛んに細胞

分裂を行って
いる動物細胞
の集団に対し

　　 て，DNA 複製を行っている生細胞（生きている細胞）の数を測定したところ，
上の表のような結果となった。この結果から，これらの細胞が，DNA 複製を
行っている期間はおよそ何時間と推定できるか。ただし，この細胞集団の中に
は分裂を休止している生細胞はなく，細胞周期全体の時間を 24 時間とする。
なお，解答の際，小数点以下を四捨五入すること。

　 　細胞膜を構成する ア の二重層の中には，あタンパク質がモザイク状にはめ
こまれていて，それらのタンパク質は細胞膜内をある程度自由に動くことができ
ると考えられている。このような構造をもつ細胞膜は，物質をその種類によって
透過させたりさせなかったり，あるいは透過の速度を変えたりすることで，細胞
間情報電圧に重要な役割を果たしている。細胞膜に存在するタンパク質の中で，
細胞膜を貫通して細胞膜に小孔を開いているポンプやチャネルはナトリウムイオ
ンやカリウムイオンなどの輸送に関与する。ポンプは細胞内外の濃度勾配に逆
らった向きの イ 輸送を行い，チャネルは濃度勾配に従った向きの ウ 輸送
を行う。い一般に，チャネルの開閉には刺激が必要である。

　⑴　文章中の ア ～ ウ に入る適切な語句を答えよ。
　⑵　下線部あで示した細胞膜構造のモデルの名称を答えよ。
　⑶ 　神経細胞や赤血球の細胞膜にみられるエネルギーを用いたイオンの輸送は，

チャネルタンパク質，ポンプタンパク質のどちらか答えよ。
　⑷ 　神経細胞のナトリウムチャネルは，ナトリウムイオンを細胞内外のどちら側

からどちら側に通すか答えよ。
　⑸ 　下線部いに関して，伝達物質依存チャネルの１種であるアセチルコリン依存

チャネルは，何の刺激で開閉するか答えよ。

　⑵　酢酸オルセインは染色体
を赤く染色する染色体であ
る。

　⑷　それぞれの時期の細胞数
は，その時期の経過時間に
比例している。

1

1

DNA 複製をして
いる生細胞の数

DNA 複製をして
いない生細胞の数

死んでいる
細胞の数

243 522 35

表　細胞数の計測結果

　⑵，⑶　ポンプは能動輸送を
行い，濃度勾配に逆らって
輸送する。チャネルは受動
輸送を行って，濃度勾配に
従って輸送する。

　⑸　アセチルコリンは，神経
伝達物質である。

22

基 本 問 題 演 習
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　　〈体細胞分裂〉
　 　多細胞生物では，体細胞分裂を繰り返すことによって新しい細胞をつくり，その細胞が成長し，形や機能の異な

るさまざまな種類の細胞に分化することで，組織や器官がつくられている。体細胞分裂は，核内の染色体が均等に
分配される核分裂と，細胞質が２つに分かれるあ細胞質分裂の２つの過程から構成される。核分裂の過程は前期，
中期，後期，および終期の４つに分けることができ，核分裂が終わってから次の核分裂がおきるまでを間期という。
間期では，細胞内に見かけ上大きな変化はないが，実際にはい次の細胞分裂のための準備が進められている。

　 　う植物の体細胞分裂を観察する場合には，根や茎の基部よりも先端部分を用いるとよい。例えば，タマネギの根
端を用いて，押しつぶし法により体細胞分裂各期の細胞がどの程度存在するかを調査したい場合には，次のように
実験を行う。まず，タマネギのりん茎を水に浸して発根させ，その根端を切り取り，氷酢酸とエタノールの混合液
で固定する。次に，固定された根端を 60 ℃に保温された３％の塩酸に３分ほど浸して，個々の細胞を離れやすく
する。この根を水で洗って，スライドガラス上にのせ，先端から２～３mm を残して他は捨てる。そして，そこに
ア を一滴落とし，数分間放置した後にカバーガラスをかけて，ろ紙をおいて，その上から親指で強く押して，

細胞を広げる。顕微鏡観察では，最初は低倍率で観察し，分裂した細胞が見えたら高倍率にして観察し，体細胞分
裂各期の細胞数を数える。

　⑴　文中の ア に適切な語句を答えよ。
　⑵　下線部あに関して，次のア～オから誤っているものを１つ選べ。
　　ア　核分裂の後期の途中から始まる。
　　イ　植物細胞では，赤道面の中央から外側に向かって細胞板とよばれるしきりができ，細胞質が二分される。
　　ウ　植物細胞で生じた細胞板は，最終的に細胞壁となる。
　　エ　動物細胞では，赤道面で外側からくびれが生じて，細胞質が二分される。
　　オ　細胞質分裂によって，ミトコンドリアやゴルジ体などの細胞小器官が娘細胞に分配される。
　⑶　下線部いに関して，具体的にどのようなことがおきているか答えよ。
　⑷　下線部うに関して，基部の細胞と先端部分の細胞で，細胞の体積が大きいのはどちらか答えよ。
　⑸ 　ひとつの根端分裂組織を用いて，視野を変えて３回の顕微鏡観察を行ったところ，体細胞分裂各期の細胞数に

ついて右の表のような結果を得た。①，②の問いに答えよ。
　　① 　３回の観察をまとめると，この根端分裂細胞において分

裂期の細胞は全体の何％を占めていると判断できるか，小
数点以下第２位を四捨五入して答えよ。

　　② 　この調査結果から考察することができる内容として，最
もふさわしいものを次のア～オから１つ選べ。

　　　ア　間期の細胞が多いことから，体細胞分裂は活発に行われていない。
　　　イ　分裂を開始し，終期までに到達する細胞の割合は全体の１％ほどである。
　　　ウ　間期と分裂期に要する時間の長さを比較すると，分裂期が間期よりも長い。
　　　エ　この組織内で体細胞分裂は同時に進行するのではなく，細胞ごとに時間的にずれて生じている。
　　　オ　分裂期全体の中で，前期に要する時間が約 90 ％を占めている。

1

細胞数（個）
間期 前期 中期 後期 終期

視野 1 182 24 4 2 3
視野 2 166 20 3 0 1
視野 3 170 20 2 1 2

応 用 問 題 演 習
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　　生物を構成する物質には，水（細胞の約 70 ％の質量），無機塩類，有機物がある。
●無機塩類
　　塩化ナトリウム（食塩），塩化カルシウム，塩化カリウム，塩化マグネシウム，リン酸カルシウムなど。
　　神経などでの情報伝達，筋肉収縮の調節，恒常性の維持，硬骨の成分（リン酸カルシウム）などに働く。
●有機物
　　有機物とは炭素を含む物質で，炭酸や炭酸塩以外の物質。
　①　タンパク質…質量％は 10～20 ％，多数のアミノ酸が結合している。酵素，抗体，ホルモンなどとして働く。
　②　炭水化物…呼吸基質（グルコース），貯蔵物質（グリコーゲン），細胞壁（セルロース）など。
　③　脂質…水に溶けにくく油に溶けやすい。脂肪，カロテン，ステロイドなどを含む。貯蔵物質やホルモンなど。
　④　核酸…多数のヌクレオチドが結合している。DNAや RNAがある。遺伝子や，遺伝子の発現に関係する。

　①　核…染色体に DNAが含まれ，DNAは複製と転写（RNA合成）を行う。核膜は二重膜で核膜孔がある。
　②　リボソーム…mRNAの情報をもとにタンパク質が合成される（＝翻訳）。
　③　ミトコンドリア…内部に突出するクリステで電子伝達系，内部のマトリックスでクエン酸回路が行われる。
　④　小胞体…核膜につながった膜で細胞質中に広がる。
　　　粗面小胞体：リボソーム付着なしで枝分かれ状。Ca２＋の貯蔵・放出に関係する。
　　　滑面小胞体：リボソームが付着し，タンパク質合成に関係する。また，細胞膜を内側から補充する。
　⑤　ゴルジ体…粗面小胞体からタンパク質を受け取り，内部で変化させ，細胞外に開口分泌する。
　⑥　葉緑体…光合成の場。チラコイドで光の吸収・電子伝達系，内部のストロマでカルビン・ベンソン回路。
　⑦　中心体…１対（２個）の中心小体が直交している。細胞骨格の微小管の起点（分裂時は紡錘糸形成）。
　⑧　液胞…内部の液を細胞液という。細胞の浸透圧（溶質濃度）調節，植物細胞の物質貯蔵や成長に関係する。
●細胞分画法
　　細胞小器官を活性が保たれた状態で分離する方法。細胞破砕液に，順に遠心分離を繰り返していく。
　　核→葉緑体（植物細胞の場合）→ミトコンドリア→小胞体・リボソーム→細胞質基質の順に分離。
　　

生物（細胞）を作る物質1

細胞小器官2

スクロース
水溶液

ホモジェナイザー

すり棒

植物の組織片

氷

細胞破砕液
（ホモジェネート）

遠心分離する。
上澄みに，より強い遠心力をかける。

核・細胞片
が分離

葉緑体が
分離

ミトコン
ドリアが
分離

リボソームや
細胞質気質が
分離

遠心分離機

生体物質と細胞第1講
基 礎 学 習

生物を作る基本単位は細胞であり，細胞はタンパク質などさまざまな物質でできた細胞小器官や細胞骨格から構
成されている。細胞は細胞膜という生体膜で包まれ，体細胞分裂により増殖する。
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　次の文を読んで，〔　　〕にあてはまる言葉や数字を答えなさい。
⑴　生物体を作る物質に関して，次のａ～ｈに答えなさい。
　ａ　水は，細胞の質量％では約何％か。 〔❶　　　　〕
　ｂ　無機塩類のうちで，硬骨の主成分は何か。 〔❷　　　　〕
　ｃ　タンパク質を構成する単位は何か。 〔❸　　　　〕
　ｄ　〔❸　　　〕の物質は，炭素，酸素，水素の他に何を含むか。 〔❹　　　　〕
　ｅ　炭水化物で，細胞壁の主成分は何か。 〔❺　　　　〕
　ｆ　炭水化物で，動物の肝臓や筋肉での貯蔵物質は何か。 〔❻　　　　〕
　ｇ　脂質は何に溶けにくい物質か。 〔❼　　　　〕
　ｈ　核酸を構成する単位は何か。 〔❽　　　　〕

⑵　細胞小器官に関して，次のａ～ｆに答えなさい。
　ａ　ミトコンドリアの内膜の内部は何か。 〔❾　　　　〕
　ｂ　細胞質中に存在し，翻訳を行っている小粒は何か。 〔�　　　　〕
　ｃ　〔�　　　〕が付着している小胞体は何か。 〔�　　　　〕
　ｄ　〔�　　　〕が付着していない小胞体は何か。 〔�　　　　〕
　ｅ　中心体を構成する２個の構造は何か。 〔�　　　　〕
　ｆ　液胞の内部の液は何か。 〔�　　　　〕

⑶　細胞骨格に関して，次のａ～ｅに答えなさい。
　ａ　原形質流動に関係する細胞骨格は何か。 〔�　　　　〕
　ｂ　筋収縮はアクチンの他に何のタンパク質が関係するか。 〔�　　　　〕
　ｃ　微小管を作るタンパク質は何か。 〔�　　　　〕
　ｄ　微小管は，細胞分裂の時に何という構造になるか。 〔�　　　　〕
　ｅ　原核細胞は細胞骨格を持つか，持たないか。 〔�　　　　〕

⑷　体細胞分裂に関して，次のａ～ｆに答えなさい。
　ａ　染色体が均等に分配される分裂は何か。 〔�　　　　〕
　ｂ　細胞質が二分される分裂は何か。 〔�　　　　〕
　ｃ　分裂前期に消失するのは，核膜の他に何か。 〔�　　　　〕
　ｄ　中心体が変化すると何になるか。 〔�　　　　〕
　ｅ　分裂中期に染色体が並ぶのはどこか。 〔�　　　　〕
　ｆ　紡錘糸は染色体のどこに付着するか。 〔�　　　　〕

⑸　生体膜に関して，次のａ～ｆに答えなさい。
　ａ　生体膜の構造のモデルは何か。 〔�　　　　〕
　ｂ　生体膜の成分の大部分を占める物質は何か。 〔�　　　　〕
　ｃ　半透膜を通って物質が移動する圧力は何か。 〔�　　　　〕
　ｄ　植物細胞で，細胞膜が細胞壁を押す圧力は何か。 〔�　　　　〕
　ｅ　エネルギーを使わずに特定物質を輸送する膜の性質は何か。 〔�　　　　〕
　ｆ　エネルギーを使って特定物質を輸送する膜の性質は何か。 〔�　　　　〕

確 認 問 題 演 習確 認 問 題 演 習確 認 問 題 演 習
解　　　答

⑴

❶ 70 ％

❷リン酸カルシウム

❸アミノ酸

❹窒素

❺セルロース

❻グリコーゲン

❼水

❽ヌクレオチド

⑵

❾マトリックス

�リボソーム

�粗面小胞体

�滑面小胞体

�中心小体

�細胞液

⑶

�アクチンフィラメント

�ミオシン

�チューブリン

�紡錘糸

�持たない

⑷

�核分裂

�細胞質分裂

�核小体

�星状体

�赤道面

�動原体

⑸

�流動モザイクモデル

�リン脂質

�浸透圧

�膨圧

�受動輸送

�能動輸送
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入 試 問 題 演 習

〔Ａ〕　一般に，細胞膜の内外で物質の濃度が異なっている場合，この物質は細胞膜を通ってエネルギー非依存的
に濃度の高い方から低い方へ拡散する性質があり，この機構を ア という。ヒトの赤血球で細胞内外のナトリ
ウム濃度とカリウム濃度を比較すると， イ 濃度は細胞内に比べて細胞外である血しょう中の方が高く，逆
に， ウ 濃度は血しょう中に比べて細胞内の方が高いことが知られている。これは，細胞内外の濃度差に逆
らって，ナトリウムやカリウムを積極的に取り入れたり排出したりするナトリウムポンプが，赤血球の外側と内
側と隔てる細胞膜に備わっているからである。赤血球にはミトコンドリアがなく，このナトリウムポンプの働き
は，嫌気的呼吸である　　　系から産生されるエネルギーに依存している。
⑴　文章Ａの ア ～ エ に適切な語句を答えよ。

〔Ｂ〕　血しょう中でのナトリウム濃度，カリウム濃度およびグルコース濃度を調べるためには，採血時に血液を
抗凝固剤で処理し，それを遠心分離して赤血球などの有形成分を除いてから測定する。採血した血液をすぐに遠
心分離せずに静置した場合，血しょう中の各成分の濃度がどのように変化するかを知るため，次の実験を行っ
た。

【実験】　採血時に抗凝固剤で処理した血液を複数の試験管に入れ，室温
（23～ 25 ℃）および低温（４℃）の２グループに分けて静置した。一定時
間ごとにそれぞれの試験管の血液を遠心して血しょうを分離し，血しょ
う中のナトリウム濃度，カリウム濃度およびグルコース濃度を測定し
た。
⑵ 　室温（23～ 25 ℃）で静置した場合，血しょう中のグルコース濃度は図

１に示すように時間の経過とともに低下した。この理由を述べよ。
⑶　低温４℃で静置した場合について，以下の①，②に答えよ。
　①　血しょう中のグルコース濃度の時間的変化を示しているグラフはどれか，図２の⒜～⒠から１つ選べ。

　② 　血しょう中のナトリウム濃度およびカリウム濃度の時間的変化を示しているグラフはどれか，図２の⒜～
⒠から１つ選べ。

⑷ 　図３は文章Ａの下線部の酵素反応過程を示す。ビルビン酸キナーゼはそ
の反応過程でホスホエノールビルビン酸をビルビン酸に変換する酵素で
ある。ビルビン酸キナーゼ異常症は，ビルビン酸キナーゼの酵素活性が正
常より低くなる疾患である。この疾患を持つ動物では，正常な動物と比較
して，赤血球の細胞内カリウム濃度にどのような違いがあると考えられる
か答え，その理由を述べよ。

　

問題 1

エ

図 1

0 12〔時間〕
採血してから血しょうを
分離するまでの時間

グ
ル
コ
ー
ス
濃
度〔
相
対
値
〕

図 2
⒜
濃
度〔
相
対
値
〕0 12〔時間〕
採血してから血しょう
を分離するまでの時間

⒝
濃
度〔
相
対
値
〕0 12〔時間〕
採血してから血しょう
を分離するまでの時間

⒞
濃
度〔
相
対
値
〕0 12〔時間〕
採血してから血しょう
を分離するまでの時間

⒟
濃
度〔
相
対
値
〕0 12〔時間〕
採血してから血しょう
を分離するまでの時間

⒠
濃
度〔
相
対
値
〕0 12〔時間〕
採血してから血しょう
を分離するまでの時間

図 3
グルコース

ホスホエノールビルビン酸
ADP
ATP
ビルビン酸

フルクトース1,6ビスリン酸

ビルビン酸キナーゼ

高校新演習スタンダード生物1-5.indd   9 2012/06/22   11:45:15

※その他の運用例
•確認テストを「前回の復習」としてで
はなく、当日の授業の最後に使用する。

確認テスト（前回の復習） 20分

基礎学習／確認問題演習 20分

基本問題演習 20分

応用問題演習 20分

入試問題演習 30分

運用例 （1コマ110分）

スタンダード  物理基礎､化学基礎､生物基礎､物理､化学､生物

※紙面はすべて生物のものです
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SOCIAL STUDIES社 会
日本史B、世界史Bでは、教科書の膨大な情報の中から必要な知識を効率的に習得していくことが
入試への近道です。スタンダード日本史B、世界史Bは、従来のサブノート形式の要点のまとめ、
演習問題、一問一答に加え、新たなコーナーとして確認問題を追加しました。日本史Bは史料、世
界史Bは地図を使って視覚的理解を促進。教科書の重要事項をおさえつつ、入試を意識した学習が
できるような構成としました。補習用にも、センター対策用にも最適な教材です。

●確認問題、演習問題
確認問題では、日本史Bは入試頻出の史料、世界史Bは重
要な地名やできごとをまとめた地図で、基礎学習でおさえた
知識を別の角度からあらためて確認します。基礎学習を一
通り終えたら、必ず確認問題にも取り組み、文と地図・史料
の両方から知識を定着させれば、入試問題を解く力が確実
にアップ！
演習問題では、入試問題を参考にした問題で、身につけた
知識を実戦で活用する力を養います。

●一問一答
従来は講の中にあった「一問一答演習」
を一問一答として巻末にまとめました。
１回２ページで、本編の講と対応して
います。巻末にまとめたことで、定期
テスト対策など、複数の講の演習に挑
戦する際にも便利。毎講の学習でも使
えるよう、各講に対応する一問一答の
ページを明記しています。

●基礎学習
基礎学習では、講の重要事項を箇条書きにまとめ、重要語
句を空欄や太字に。さらに、年表や講の流れ図で全体の流
れを示し、説明の補足や重点ポイントを明示する「Step 
Up!」「point」というコーナーを設けました。
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確 認 問 題

1

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲� 島

2

①
②
③
Ａ� の戦い�
Ｂ� の戦い�
Ｃ� の海戦�
Ｄ� の戦い�
ａ� 半島
ｂ� 諸島

　次の地図中の①〜⑱にあてはまる都市名，⑲の島名を書け。
▼古代の地中海

　次の�つの地図中の①〜③にあてはまる都市名，Ａ〜Ｄにあてはまる戦いの名称，
ａ・ｂにあてはまる語句を書け。
▼ペルシア戦争（第�・�回）

▼ペルシア戦争（第�回）

1

2

イベリア半島

黒　海

エーゲ海

ピレネー山脈

地

中
海

ギリシアのおもな植民市

フェニキアのおもな植民市

ギリシアのおもな都市

フェニキアのおもな都市

文明

文明文明

ミレトス

第１回ペルシア戦争（前492）
第2回ペルシア戦争（前490）

の戦い
（前 490）

アトス岬

A

サルデス

ダーダネルス海峡

ミカエレ岬の海戦
（前479）

第3回ペルシア戦争（陸軍）
第3回ペルシア戦争（海軍）

の海戦
（前 480）

C

の戦い
（前 479）

D

の戦い
（前 480）

B
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演 習 問 題
　エーゲ文明　エーゲ文明に関する次の各文を読み，以下の設問に答えよ。
Ａ　エーゲ文明初期の（　①　）文明の宮殿跡

あと

がこの地で発見され，海上交易で栄
さか

えてい
たことが判明したが，発

はっ

掘
くつ

された線文字Ａは未解読である。
Ｂ　（　①　）文明の影響をうけた，エ－ゲ文明後期のギリシア人の一派アカイア人によ
る（　②　）文明の遺

い

跡
せき

が，この地やティリンスなどで発掘された。そこから出土した
線文字Ｂは，イギリス人の（　③　）が解読した。

Ｃ　ホメロスが書いた叙
じょ

事
じ

詩で，大きな木
もく

馬
ば

に兵士がひそみ戦ったと伝えられていた城
じょう

郭
かく

が，この地で19世紀後半に発掘された。
⑴　①〜③の（　　　）に適語を入れよ。
⑵　Ａ〜Ｃの「この地」の地名を答えよ。
⑶　Ａ〜Ｃのうち，ドイツ人のシュリーマンが発掘したものをすべてあげよ。

　アテネ民主政の発達　次の年表の空欄に適語を入れよ。
前621年……（　①　）が慣習法を成文化し公布。
前594年……（　②　）が（　③　）政治を実施。負

ふ

債
さい

を帳消しにし，債
さい

務
む

奴
ど

隷
れい

を禁止。
前561年……（　④　）が僭

せん

主
しゅ

となる。彼は農民を保護し，文化を奨
しょう

励
れい

した。
前508年�……（　⑤　）が氏族制を廃止し，デーモス（区）を設定。また，僭主の出現を防

止するため（　⑥　）の制度を創始。
前480年……ペルシア戦争中の（　⑦　）で，無産市民が軍艦のこぎ手として活躍。
前443年〜前429年……（　⑧　）が将軍に選出され，彼の指導でアテネの民主政完成。
前429年……（　⑧　）が（　⑨　）戦争中に死亡し，アテネは衆

しゅう

愚
ぐ

政治に陥
おちい

る。

　古代ギリシアの社会経済　次の文章を読み，以下の設問に答えよ。
　鋳

ちゅう

造
ぞう

貨
か

幣
へい

の使用は，前�世紀後半に小アジアのリディアで始まり，ギリシア本土の諸
ポリスに波

は

及
きゅう

した。①ギリシアにおける貨幣の普及は商工業の一層の発達を促
うなが

し，社会
や経済に大きな変化をもたらした。……（中略）……②前�世紀に入ると，貨幣経済の浸
透によってポリス社会には様々な変化が生じた。
⑴　下線部①に関連して述べた文として正しいものを，次の①〜④のうちから一つ選べ。
①　商工業に従事する富裕な平民が現れ，貴族との対立を深めた。
②　スパルタでは，商工業に従事する人々はヘロット（ヘイロータイ）とよばれた。
③　商工業者が中心となって，同職ギルドが結成された。
④　ギリシア人は，手工業に従事する人々をバルバロイとよんだ。

⑵　下線部②に関連して述べた文として誤っているものを，次の①〜④のうちから一つ
選べ。
①　ポリス市民間の貧富の差が拡大した。
②　土地を失うポリス市民が現れた。
③　ポリスの間に，傭

よう

兵
へい

の使用が広まった。
④　ポリス市民としての意識や結束が強まった。

1 1

⑴

①

②

③

⑵

A

B

C

⑶

2

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

3

⑴

⑵

2

3
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●　［　　　］の中に適切な語句を入れて，要点を整理しよう。�（解答は解答解説 P.3）

⑴　自然条件……地中海性気候（小雨・夏の乾
かん

燥
そう

），石
せっ

灰
かい

岩
がん

質のやせた土
ど

壌
じょう

，大河や肥
ひ

沃
よく

な大平野なし→穀
こく

物
もつ

栽培よ
り［　　　　　　　　］栽培（オリーブ・ブドウなど）や羊の牧

ぼく

畜
ちく

に適する。
⑵　地中海の役割……沿岸部に都市形成→海上交通路発達→古代地中海世界が一つのまとまった文化圏

けん

を形成。
⑶　活躍した民族……地中海北岸は［　　　　　　　　　　］系，とくにギリシア人と古代イタリア人が活躍した。
一方，地中海南岸ではセム系・ハム系の諸民族が主に活躍した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　�……オリエントの影響をうけて誕生したヨーロッパ初の青銅器文明。
⑴　クレタ文明
民族系統や社会組織は不明。文字（線文字Ａ）も未解読。クレタ島の［　　　　　　　　］宮殿が中心で，壮

そう

大
だい

で複雑な構造は強大な権力をもつ王の支配を推測させる。宮殿に城壁はなく，写実的な壁画を残しており，海洋
民族らしい開放的で明るく平和な文明。第�次南下のギリシア人（アカイア人）の侵入により滅亡。
⑵　ミケーネ文明
南下したギリシア人がクレタ文明やオリエント文明の影響をうけ，前16世紀からきずきはじめた。前15〜前13
世紀ころ，ギリシア本土の［　　　　　　　　］・ティリンスなどの小王国が栄える。これらの国は巨石で築い
た城

じょう

塞
さい

をもち，役人を使って人民から貢
こう

納
のう

を取り立てていた（貢納王政）。戦闘的特色をもち，前1400年ころ，ク
レタ文明や小アジアの［　　　　　　　　］文明を滅ぼした。使用された線文字Ｂは，イギリス人の
［　　　　　　　　］によって解読されている。

地中海世界の風土と民族1

エーゲ文明（前20〜前12世紀）2

基 礎 学 習

ギリシア世界第2講

エーゲ文明の発
はっ

掘
くつ

エーゲ文明の遺
い

跡
せき

は，ギリシア神話の世界を実在のものと信じた人々によって19世紀後半以降に発掘されていった。

ドイツ人のシュリーマンは幼
おさな

いころからホメロスの詩『イリアス』『オデュッセイア』の内容を事実と信じ，独学で

考古学を学び，貿易業で成した財をつぎ込んで1870年以降トロイア・ミケーネ地方を発掘しその実在を証明した。ま

たイギリス人のエヴァンズは1900年以降ミノス王の迷
めい

宮
きゅう

伝説で有名なクノッソス宮殿の発掘に成功し，クレタ文明を

発見した。

この講の流れ図
前2000年ころ…　　　　　　　クレタ文明エーゲ文明 アカイア人南下

（ギリシア人第�波）
ミケーネ文明 ドーリア人南下

（ギリシア人第�波）
前1200年ころ…暗黒時代

前�Ｃ…ポリスの形成

前�Ｃ…ペルシア戦争

　　　　　　…ペリクレス時代民主政完成

　　　　ポリスの衰退
前�Ｃ…　　　　　　　　　　　　アレクサンドロス大帝国

前�Ｃ…　　　　　　　　　　アテネの民主政発達 ドラコンの成文法
（前621年）

ソロンの改革
（前594年）

ペイシストラトス
の僭
せん

主
しゅ

政
（前561年）

クレイステネス
の改革

（前508年）

アンティゴノス朝マケドニア

セレウコス朝シリア

プトレマイオス朝エジプト
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◦ガンダーラ美術……［　　　　　　　　］文化の影響で仏教彫刻がおこなわれるようになり，この仏教美術
が大乗仏教とともに中国・朝鮮・日本に伝

でん

播
ぱ

していった。

③　グプタ朝（320頃〜550年頃）
◦�世紀初め，チャンドラグプタ�世が建国。北インド全域を支配し，首都を［　　　　　　　　］に置いた。
◦［　　　　　　　　　　］（中国名：超日王）のときが最盛期で，中国の東晋の僧［　　　　　　　　］が来朝。
◦ヒンドゥー教の定着……ヒンドゥー教はバラモン教と民間信仰が融

ゆう

合
ごう

し，さらに仏教の影響も加わって成立
したインドの民族宗教。［　　　　　　　　］神やヴィシュヌ神を中心とする多

た

神
しん

教
きょう

で，特定の教義や聖典
はない。インド人独特の思考様式や生活様式の総合であり，インド宗教の主流となった。なお，この時代に
インド人の生活指導書（各ヴァルナの日常生活の規

き

範
はん

を定める）である『［　　　　　　　　］』が成立した。
◦仏教の展開……仏教美術は，ガンダーラの影響を脱

だっ

し，純インド的な［　　　　　　　　］様式が成立し，
アジャンター石

せっ

窟
くつ

寺
じ

院
いん

などにその作品がみられる。民衆の宗教としては衰退したが，［　　　　　　　　］
僧院が創建され，教義研究は盛んにおこなわれた。

◦古典文化の黄金時代……サンスクリット文学が盛行し，［　　　　　　　　］が戯
ぎ

曲
きょく

『シャクンタラー』を
著
あらわ

し，またインド二大叙
じょ

事
じ

詩
し

である『マハーバーラタ』・『［　　　　　　　　］』が完成した。天文学・医学・
数学なども発達したが，特に数学は十進法による数字表記と［　　　　　　　　］の概

がい

念
ねん

をうんだ。

大乗仏教と上
じょう

座
ざ

部
ぶ

仏教…どこが違うの？どうして日本は大乗仏教なの？
大乗仏教と上座部（小

しょう

乗
じよう

）仏教の内容の違い，そして両者が伝
でん

播
ぱ

した地域の違いは，インド史の大きなテーマであ
る。もう一度しっかりくらべておこう。
上座部（小乗）仏教…旧来の仏教で，出

しゅっ

家
け

者が厳しい修行をおこなって自分自身の救済（解脱）を求める。そのため
新仏教側から“小乗”という蔑

べっ

称
しょう

でよばれる。マウリヤ朝のアショーカ王のときにスリラン
カ（セイロン島）に布教され，さらにミャンマー（ビルマ）・タイ・カンボジアに伝播したので
“南伝仏教”ともよばれる。

大 乗 仏 教…“大きな乗り物”の意味で，菩
ぼ

薩
さつ

信仰をもとに，すべての人々の救済をめざした新仏教。紀
元前後からおこり，クシャーナ朝時代のナーガールジュナ（竜樹）がその理論を確立した。ガ
ンダーラ美術とともに，クシャーナ朝の支配した中央アジアから中国・朝鮮・日本に伝播し
たので“北伝仏教”ともよばれる。つまり，日本が大乗仏教なのは，それが始まったクシャ
ーナ朝が中央アジアも支配し，東西交易路を通じて大乗仏教が伝えられたからである。なお，
中国の支配下にあったベトナムや，義

ぎ

浄
じょう

の立ち寄ったスマトラ島・ボロブドゥールのあるジ
ャワ島は，東南アジアではあるが大乗仏教が伝播したので注意しておこう。

仏教の伝播

中央アジア ４世紀頃
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11世紀頃
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7世紀前後

４世紀
頃

日本

ルソン

スリランカ

インド

仏陀誕生地

大乗系統

上座部系統
上座部仏教の
広まった地域

タイ

ミャンマー

スマトラ
ジャワ
ボロブドゥール

13～14世紀
アンコール＝ワット

朝鮮

中国
チベット
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ペルシア 6世紀頃

ボ
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ネ
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ア
ジ
ャ
ン
タ
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0 1000km
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一 問 一 答 ギリシア世界2

●　次の問いに答えよ。�または（　　　）にあてはまる語句や数字を書け。�

エーゲ文明
□□❶　エーゲ文明は，前期と後期の�期の文明に分かれるが，そのうち前期の文明を何

というか。
□□❷　❶の文明の中心地で，エヴァンズが発

はっ

掘
くつ

した宮殿で有名な地はどこか。

□□❸　ミケーネ文明で使用され，ヴェントリスによって解
かい

読
どく

された文字は何か。

□□❹　ミケーネ文明滅亡後，400年間あまり続いたギリシアの混乱した時代を何とよん
でいるか。

□□❺　ギリシア人は方言のちがいから，イオニア人・アイオリス人・（　　　）人に分か
れていた。

ギリシア世界の盛衰
□□❶　ギリシア人は前�世紀頃から，城

しろ

山
やま

を中心に集
しゅう

住
じゅう

（シノイキスモス）してポリスを
形成したが，その城山のことを何というか。

□□❷　ポリスの中心にあり，市場や集会がひらかれた広場のことを何というか。

□□❸　ギリシア人は同一民族としての意識を持ち続け，自民族のことをヘレネス，異民
族のことを（　　　）とよんで区別した。

□□❹　スパルタはドーリア人の建てたポリスで，商工業に従事するペリオイコイや農業
に従事させた奴

ど

隷
れい

身分の（　　　）を支配していた。
□□❺　スパルタの軍国主義的体制や鎖

さ

国
こく

政策を規定したとされる伝説的な人物は誰か。

□□❻　前�世紀頃からの貨
か

幣
へい

経済の発達を背景に台頭した平民は，（　　　）となって軍
の主力として活躍し，参政権を要求して貴族と対立した。

□□❼　前�世紀にアテネ最古の成文法を制定した人物は誰か。

□□❽　前594年，アテネで貴族と平民の調停者として財産政治をおこない，債
さい

務
む

奴隷を
禁止するなどの改革をおこなった人物は誰か。

□□❾　前561年，アテネで平民の支持を得て僭
せん

主
しゅ

となった（　　　）は，亡命貴族の財産
を再分配するなど中小農民を保護する政策をおこなった。

□□�　前508年，アテネで改革をおこない，10部族制の採用など民主政の基礎を確立し
た政治家は誰か。

□□�　�の人物が，僭主の出現を防止するために採用した制度は何か。

□□�　ペルシア戦争の原因は，（　　　）を中心とするイオニア諸都市のペルシアに対す
る反乱であった。

□□�　ペルシア戦争において，上陸したペルシア軍をアテネの重
じゅう

装
そう

歩
ほ

兵
へい

がやぶった前
490年の戦いは何か。
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※その他の運用例
•「一問一答」(10～15分程度)を確認
問題の後に入れる。
•確認テストを「前回の復習」としてで
はなく、当日の授業の最後に使用する。

確認テスト（前回の復習） 20分

基礎学習 40分

確認問題 20分

演習問題 30分

運用例 （1コマ110分）

スタンダード  日本史B（上、下）、世界史B（上、下）

※紙面はすべて世界史Bのものです
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